
 総合事業利用までの流れ 

 

総合事業には、要支援１･２の認定を受けた方や、基本チェックリスト（生活機能を確認するための 

簡単な質問票）により事業対象者と判定された方が利用できる｢介護予防・生活支援サービス事業｣と、

６５歳以上のすべての方が利用できる｢一般介護予防事業｣があります。 

手続きの流れは、次のとおりです。 

 

６５歳以上のすべての方 

 

 

                                             

地域包括支援課（介護支援グループ）または地域包括支援センターに相談します 

 

 

 

    ●通所リハビリ、訪問看護、福祉用具貸与、住宅 

●訪問型サービスや通所型サービス    改修などの利用を希望する方 

  のみ利用を希望する方           ●訪問型・通所型サービスのみ利用を希望するが、                                                           

(要支援１相当)            要支援２相当のサービス量が必要な方 

●認定申請を希望する方                                

                                                             

 

    基本チェックリストを受ける       要介護(要支援)認定を受ける 
                          

 

                

自立した生活が  生活機能の低下が   非該当    要支援１･２    要介護１～５ 
送れる方     みられた方             の方        の方 

        

                

地域包括支援センター 

で介護予防ケアマネ 

ジメントを実施        介護予防サービス     介護サービス 

・通所リハビリ        ・訪問介護 ・通所介護 

・訪問看護                 ・通所リハビリ 

・福祉用具貸与       ・訪問看護 

 ・住宅改修など       ・福祉用具貸与 

               ・住宅改修など 

                                                 

      

 総合事業                                                                                                                                                                                    
                                  

一般介護予防事業    介護予防・生活支援サービス事業 

・生きがい倶楽部        ・訪問型サービス(ホームヘルプサービス) 

・介護予防体操教室       ・通所型サービス(デイサービス) 

・認知症予防教室など      ・介護予防ケアマネジメント(ケアプラン作成) 

 

 

 

 

 


